
                         

◎
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト 

 

□
国
ス
ポ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

国
ス
ポ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

ま
し
た
。
９
月
２
８
日
～
１
０
月

８
日
参
加
者
５
名 

        

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
草
低
木
剪
定

作
業
（
ミ
ラ
ク
ル
） 

１
０
月
１
７
日
（
金
）
９
時
～
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
者
１
６
名
。 

      

  

早
く
か
ら
準
備
を
い
た
だ
き
ま
し

た
役
員
の
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

□
秋
季
ふ
れ
あ
い
活
動
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
（
安
曇
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
） 

１
０
月
２
３
日
（
木
）
参
加
者
は

１
５
名
で
し
た
。 

一
位 

木
津
紀
一
郎
氏 

         

大
会
運
営
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

役
員
の
方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

□
南
部
支
部
合
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
帰
帆
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場 

１
１
月
１
２
日
（
水
）
１
２
時
３

０
分
～
高
島
支
部
参
加
者
２
名 

 

  

   

  

❖
本
部
『
地
域
活
動
発
表
会
』
高
島

支
部 

湯
浅
清
明
氏
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
１
１
月
１
９
日
（
水
）
に
草
津

キ
ャ
ン
パ
ス
大
教
室
。 

 
 

      

発
表
テ
ー
マ 

『
伊
吹
山
保
全
と
花
の
ガ
イ
ド
活
動

に
係
わ
っ
て
』 

 
今
後
の
イ
ベ
ン
ト 

 

◇
研
修
旅
行
「
湖
東
の
歴
史
・
文

化
遺
産
研
修
旅
行
」 

レイ大高島通信 
レイカディア大学同窓会高島支部 
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１
２
月
１
７
日
（
水
）
別
途
、
案
内

を
発
行
し
ま
す
。 

 

見
学
予
定
地⇨

五
箇
荘
金
堂
、
道

の
駅
愛
東ﾏｰｶﾞﾚｯﾄｽﾃｰｼｮﾝ

、
伊
藤
忠

兵
衛
記
念
館
、
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
、 

岡
村
本
家
（
酒
造
見
学
・
試
飲
） 

◇
「
作
品
展
」
安
曇
川
公
民
館
ロ
ビ

ー
１
月
２
３
日
（
水
）
１
３
時
～ 

１
月
２
９
日
（
木
）
１
５
時
ま
で 

別
途
、
案
内
を
発
行
し
ま
す
。 

 

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
近
江
聖

人
中
江
藤
樹
先
生
の
紙
芝
居
を
実
施

し
ま
す
１
月
２
４
日
（
土
）
１
３
時

～
ご
家
族
や
知
人
の
皆
様
を
誘
っ
て

参
加
願
い
ま
す
。 

※
投
稿
原
稿 

□
わ
たS

H
IG

A

輝
く
国
ス
ポ 

滋
賀
県
で
は
九
月
二
八
日
～
十
月 

二
七
日
に
か
け
て
『
わ
たS

H
IG

A
 

輝
く
国
ス
ポ
』
と
し
て
第
七
九
回

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
高
島
市
で
は
軟
式
野
球
・ 

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
銃
剣
道
・ 

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
競
技 

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
同
窓
会
高
島 

支
部
か
ら
は
、
志
村
様
・
古
谷
様
・ 

鎌
田
様
・
西
澤
様
・
川
尻
の
五
名 

が
各
々
二
回
ず
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

で
勤
務
し
ま
し
た
。
私
川
尻
は
一 

回
目
が
九
月
三
十
日
の
女
子
ソ
フ 

ト
ボ
ー
ル
の
弁
当
配
布
と
環
境
美 

化
の
勤
務
で
快
晴
の
今
津
総
合
運 

動
公
園
で
気
持
ち
よ
く
勤
務
で
き 

ま
し
た
。
二
回
目
は
十
月
四
日
の 

柔
剣
道
大
会
は
新
旭
体
育
館
で
一 

日
中
雨
の
中
で
し
た
、
体
育
館
の 

勤
務
と
高
を
く
く
っ
て
出
か
け
ま 

し
た
が
勤
務
は
同
じ
く
弁
当
配
布 

と
環
境
美
化
で
屋
外
の
テ
ン
ト
で 

し
た
、
柔
剣
道
大
会
は
若
い
男
性 

の
集
団
で
喫
煙
所
の
吸
い
殻
の
始 

末
が
大
変
で
し
た
。 

五
名
夫
々
が
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学 

同
窓
会
高
島
支
部
の
一
員
と
し
て 

任
務
を
完
遂
し
大
会
の
運
営
に
寄 

与
で
き
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。 

三
七
期
琵
琶
環 

川
尻 

 

    
 

 
 

 
 

□
熊
被
害
は
自
然
の
逆
襲 

 

熊
に
よ
る
人
身
被
害
が
急
増
し
、

２
０
２
５
年
上
半
期
だ
け
で
死
傷
者

が
１
３
０
人
を
超
え
る
な
ど
、
深
刻

な
状
況
が
広
が
っ
て
い
る
。
生
成
Ａ

Ｉ
を
使
い
私
の
思
い
を
ま
と
め
ま
し

た
。 

 

令
和
５
年
度
に
は
統
計
開
始
以
来

最
多
の
ペ
ー
ス
で
被
害
が
発
生
し
、

北
海
道
や
東
北
で
は
市
街
地
へ
の
出

没
も
増
加
し
た
。
背
景
に
は
森
林
伐

採
や
農
地
拡
大
に
よ
る
生
息
環
境
の

悪
化
、
温
暖
化
に
よ
る
食
料
不
足
、

人
間
活
動
の
拡
大
が
あ
る
。
こ
れ
は

単
な
る
「
獣
害
」
で
は
な
く
、
環
境
破

壊
や
気
候
変
動
に
対
す
る
「
自
然
の

逆
襲
」
と
捉
え
る
べ
き
現
象
で
あ
る
。

熊
被
害
は
自
然
と
人
間
の
関
係
が
崩

れ
て
い
る
サ
イ
ン
で
あ
り
、
駆
除
と

い
う
短
期
的
対
応
で
は
な
く
、
人
間

の
行
動
を
見
直
す
長
期
的
視
点
が
必

要
だ
。
熊
は
「
敵
」
で
は
な
く
「
自
然

の
代
弁
者
」
で
あ
り
、
被
害
は
「
自
然

か
ら
の
手
紙
」
と
理
解
で
き
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
人
身
被
害
の
救
済

は
最
優
先
で
あ
る
。 

 

洪
水
や
熱
波
、
干
ば
つ
な
ど
の
災

害
も
同
様
に
自
然
か
ら
の
警
告
で
あ

り
、
私
た
ち
は
共
生
の
仕
組
み
を
再

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体

的
に
は
地
域
循
環
型
の
暮
ら
し
、
野

生
と
の
境
界
を
尊
重
す
る
工
夫
、
消

費
の
抑
制
、
共
生
の
文
化
の
醸
成
が

求
め
ら
れ
る
。
個
人
レ
ベ
ル
で
も
環

境
に
優
し
い
買
い
物
、
ゴ
ミ
の
削
減
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
熊
鈴
の
携
行
、
徒
歩

や
自
転
車
の
利
用
な
ど
小
さ
な
習
慣

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
だ
。
こ

れ
か
ら
の
選
択
は
未
来
世
代
へ
の
贈

り
物
で
あ
り
責
任
で
も
あ
る
。
熊
被

害
を
脅
威
で
は
な
く
警
告
と
し
て
受

け
止
め
、
自
然
と
の
距
離
を
見
直
し
、

持
続
可
能
な
文
化
を
次
世
代
に
残
す

こ
と
が
私
た
ち
に
課
さ
れ
た
使
命
で

あ
る
。 
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西
澤
幸
夫 

 
 

 

 



 
 【

編
集
後
記
】 

 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
１
ケ
月
と

な
り
ま
し
た
。
終
戦
８
０
年
の
年
、

女
性
初
の
首
相
の
誕
生
、
期
待
感
か

ら
株
価
が
５
万
円
代
を
超
え
な
ど
、

明
る
い
未
来
が
見
え
隠
れ
し
た
世
相

と
な
り
ま
し
た
。 

来
年
も
良
き
年
に
な
り
ま
す
様
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ◎
次
回
１
月
下
旬
に
「
高
島
通
信
」
の

発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
原
稿
の

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

メ
ー
ル
に
て
   

投
稿
先
西
澤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

n
is

iyu
k
i@

s
e
a
.p

la
la

.o
r.jp
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